


資源生物科学研究所屋上緑化プロジェクト

本プロジェクトの背景
資源生物科学研究所創立９０周年の記念事業の一つとして提案され、２００５年１月１２日に第一回

ミーティングが開かれてプロジェクトが正式に立ち上がりました。９０周年記念事業協賛金および大原
奨農会の支援を受けて活動しています。

目的および活動内容
屋上や壁面に植物を植えることで、植物および土壌による断熱効果、植物による蒸散や根の保水

力などを利用した気化熱による夏期の温度上昇を抑えること、およびヒートアイランド対策などを目
的としています。研究棟一号館屋上（一部３階屋上）と管理棟屋上の緑化、正面玄関前や一号館、３
号館の壁面緑化を行い、その効果を調べています。
また，首都圏では屋上や壁面を利用した緑化が条例化され進んでいますが、岡山県ではまだ関心

が薄く、岡山大学においても屋上緑化の例はありません。そこで本プロジェクトでは、岡山県南部の
小雨夏期高温という気候条件でも適用可能な薄層小管理型の緑化システムを確立すること、当研究
所で収集・蓄積されている野生植物を有効に利用することを目的として、気温や水分蒸発量の測定、
各種植物の高温・乾燥耐性の判定など、学術的な側面からもプロジェクトを計画し、実行しています。
さらに積極的に民間企業と連絡をとり、将来の事業展開に結びつくよう努力しています。

活動記録
2005年1月12日 プロジェクトの立ち上げ
2005年3月3日 屋上緑化セミナー「屋上・壁面に対応する薄層緑化の新技術」大阪府大・村瀬教

授
2005年4月28日 島根大学屋上緑化視察
2005年6月6日 管理棟正面壁面緑化（アサガオカーテン）
2005年6月10日 一号館屋上緑化（コンテナ型）
2005年7月13日 倉敷中央病院屋上緑化視察
2005年7月26日 屋上緑化の各種計測、分析計画を議論、湿地型緑化立ち上げ
2005年11月3日 倉敷自然史博物館祭りで緑化プロジェクトの説明パネル展示
2005年12月1日 温度計測データとりまとめ
2006年4月6日 一号館屋上緑化整備・追加拡大（コンテナ型、湿地型）
2006年5月13日 研究所公開でパネル説明および見学会実施
2006年11月3日 倉敷自然史博物館祭りで緑化プロジェクトの説明パネル展示
2006年12月2日 資源生物科学シンポジウム「温暖化と屋上・建物緑化：その現状と展望」
2007年3月6日 管理棟屋上緑化（固定化土壌資材の設置、植栽）

2007年5月12日 研究所公開に参加します！以下のメニューを用意しています。

•パネル説明 （緑化の役割、植物資材などの説明）
•屋上見学会 （実際の屋上緑化現場を見ながらのガイドツアー）
•緑化に用いている植物（メキシコマンネングサ）のプレゼント

ヒートアイランド
冷房費増大
屋上緑化条例

環境改善
エネルギー節約
癒し・憩い

緑化の効用

緑化前 緑化後

管理棟屋上緑化資材設置作業

１号館屋上での緑化試験

緑化プロジェクトのホームページ緑化プロジェクトのホームページ
http://www.rib.okayamahttp://www.rib.okayama--u.ac.jp/greeningu.ac.jp/greening//

昨年の研究所公開で実施した見学会

壁面緑化（アサガオ他）


